
Cerberus Enterpriseでは、 Android
デバイスの登録（プロビジョニング）プロセスを開始するために登録トークンを使用します。選択したトー
クンによって、登録されたデバイスに適用される初期ポリシーが定義され、許可されるプロビジョニングモ
ードが決定されます。

ダッシュボードで 登録トークン を開きます。アカウントの設定によっては、複数のタブ（ Android
トークン、 Googleサインイン登録、 Apple手動登録、および Apple
自動デバイス登録）が表示される場合があります。

Android
トークンタブには、すべてのトークンのテーブルが表示されます。行をクリックすると、トークンの詳細ペ
ージが開きます。

ID: 内部トークン識別子。
ステータス : 利用可能 、 使用済み （使い切りトークンが既に使用されている場合）、または
期限切れ 。
有効期限 : 有効期限の日時、または なし 。

登録トークン

Androidの登録トークンタブは、 Android管理の設定 が完了した後にのみ利用可能になります。

登録トークンの場所

Androidエンタープライズが管理対象 Googleドメイン（ Google Workspace
）によってバックアップされている場合、ダッシュボードには Googleによる認証を用いた登録
タブが表示されることもあります。有効化および使用方法の詳細については、 Google

による認証を用いた登録 を参照してください。

登録トークンリスト  (Android)

列

https://enterprise.cerberusapp.com/docs/books/94f6d/page/android-FxY
https://enterprise.cerberusapp.com/docs/books/94f6d/page/google-xn7
https://enterprise.cerberusapp.com/docs/books/94f6d/page/google-xn7


ポリシー : トークンに割り当てられたポリシー（ UIのツールチップにはポリシー ID
も表示されます）。
個人利用 : 許可  / 禁止  / 専用デバイス。
許可された用途 : 複数回、または 1回のみ。
ユーザー :
そのトークンを使用して登録されたデバイスに事前割り当てされた、オプションのユーザー。

各行には削除アクション  (登録トークンの削除 )
があります。ライセンスの有効期限が切れている場合、削除は無効になります。
このテーブルは複数行の選択に対応しています。選択モードを有効にして複数のトークンを選択し
、 選択したトークンを削除 で削除できます。
更新アクションを使用してリストを再読み込みしてください。テーブルはページ分割されています
（ 1ページあたり 10/25/50項目）。

Androidトークンのタブで、 新しい登録トークン
をクリックして、トークン作成ページを開きます。ライセンスの有効期限が切れている場合、作成ボタンは
無効になります。

必須項目。
このトークンを使用して登録されたすべてのデバイスに、このポリシーが自動的に適用されます。作成済み
の Androidポリシー から 1
つを選択してください。まだポリシーを作成していない場合は、先に作成してください。

オプション。設定した場合、新しく登録されたデバイスはこのユーザーに自動的に紐付けられます。

この登録トークンを使用してプロビジョニングされたデバイスで、個人利用を許可するかどうかを制御しま
す。

操作

新しい登録トークンの作成

トークンオプション
1. ポリシー

2. ユーザー

3. 個人利用

https://enterprise.cerberusapp.com/docs/books/94f6d/chapter/android-VMG


許可 :
個人所有デバイス（仕事用プロファイル）や、業務と個人利用の両方を目的とした会社所有デバイ
スに適しています。
禁止 : 業務専用の会社所有デバイス（フルマネージド）に適しています。
専用デバイス : キオスク /
専用デバイスに適しています（デバイスが特定のユーザーに紐付けられません）。

トークンを複数回使用できるか  (複数回 )、または 1回のみ使用できるか  (1回のみ ) を選択します。

有効期限の単位  (分 、 時間 、 日 、または なし )
を選択します。「なし」に設定されていない場合は、有効期限の値を入力してください。許可される範囲は
選択した単位によって異なり、最大 10,000日まで設定可能です。

これらの追加オプションは QRコードに埋め込まれており、 QR
コードのスキャンによって登録されるフルマネージドデバイスのプロビジョニング時に適用されます。これ
らは、仕事用プロファイルや、登録 URLまたはトークンを使用して登録されたデバイスには適用されません。

これを使用すると、プロビジョニング中にデバイスが自動的に Wi-Fi
に接続できるようになり、管理アプリのダウンロードと初期化が可能になります。設定可能なフィールドに
は、 SSID、 非公開 SSID、 セキュリティ 、および（必要な場合） パスフレーズ が含まれます。

HTTPプロキシ  (プロキシ ) を設定することもできます。また、モードに応じて  ホスト /ポート 、 PAC URI
、および  プロキシバイパスホスト  を設定できます。

追加オプションには、 ロケール 、 タイムゾーン 、および 暗号化をスキップ が含まれます。

トークンを開くと、詳細ページにトークンの設定と使用状況の情報が表示されます。

4. 許可された用途

5. 有効期限

プロビジョニングオプション（ QR
コードのみ）

Wi-Fi設定

その他のオプション

登録トークンの詳細



ステータス 、 有効期限 、 使用状況 、 個人利用 、および 許可された用途 。
トークン : 生の登録トークン値（コピー可能）。
登録 URL: Google Android Enterpriseの登録 URL（コピーおよびメール送信が可能）。
QRコード : ページの右側に表示され、フルマネージドデバイスの登録に使用されます。

ステップバイステップのプロビジョニング手順については、以下の Android
登録ガイドに従ってください : 個人所有デバイス >,
業務および個人利用を兼ねた会社所有デバイス >, 業務専用の会社所有デバイス >, および
Zero-touch.
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